
１５０年前、英国船籍マニラ号に乗り込み灯台建設の測量

支援に従事していた英国海軍士官フランク・トゥーベイ・レイ

ク（俗称「レキ」）が、明治元年１２月２０日に丸亀市広島江の

浦沖で急逝し、その後、広島の皆様がレキの墓を建立して今

日まで守られてくるとともに、その歴史を語り継がれてこられ

ました。

高松海上保安部では、灯台１５０周年を記念して、レキを追

悼するとともに、広島の皆様のこれまでのご苦労に感謝をお

伝えし、併せて今後の海上交通の安全確保につなげてゆく

行事を行うこととしました。
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